
業務用等向け水稲うるち品種の　　　　
　　　　多収・低コスト栽培のポイント

　需要に応じた米生産においては、業務用・加工用等として多収が期待できる
品種の導入により、作期分散とコシヒカリ並の所得確保が可能となります。
　今回ご紹介する品種や技術を参考に、収量・品質の向上を図るとともに、低
コスト栽培を実践することで、稲作経営の安定化を目指しましょう。

〇穂数確保のため、健苗による適期移植と初期水管理により、下位分げつを確保する。
〇中干し開始時期は、茎数の確保状況で決定する。早生では遅くとも６月 15 日には開始する。
〇葉色を目標値並に維持できるよう、適期・適量の追肥で対応する。

新潟地域振興局農林振興部（新潟農業普及指導センター）　　令和３年２月

【収穫時期のめやす】

収穫時期
8月 9月 10月

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

主に家庭向け

主に業務向け

（注）収穫時期は目安です。播種日や生育状況、気象条件等により前後します。

晩　生

新之助

中　生早　生

コシヒカリ

極早生

ちほみのり

こしいぶき

あきだわら

みずほの輝き

にじのきらめき

ゆきん子舞

つきあかり

熟　期 品種名 出穂期 成熟期 草　型 耐倒伏性 葉いもち 穂いもち 高温耐性

極早生 ちほみのり ７月中下旬 ８月下旬 偏穂数 強 強 やや強 中

早　生
ゆきん子舞 ７月下旬 ８月末 中間 強 中 中 やや強

つきあかり ７月下旬 ９月初 偏穂重 やや強 やや強 やや弱 中

中　生 にじのきらめき ８月上中旬 ９月中下旬 中間 強 中 やや強 やや強

晩　生
みずほの輝き ８月中旬 ９月末 偏穂数 やや強 やや弱 中 中

あきだわら ８月中旬 10月上旬 偏穂重 やや強 弱 やや弱 中

１　業務用米向け品種の特性一覧

２　多収を確保するための管理
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３
 多

収
確

保
の

栽
培

ご
よ

み

【
品
種
の
特
徴
】

○
�　
出
穂
期
及
び
成
熟
期
は
「
こ
し
い
ぶ
き
」

に
比
べ
７
日
早
い
極
早
生
種

○
　
耐
倒
伏
性
は
強

○
　
穂
発
芽
性
は
や
や
易

○
　
偏
穂
数
型
の
た
め
茎
数
は
確
保
し
や
す
い

○
　
ふ
割
れ
が
発
生
し
や
す
い

【
主
な
作
業
と
生
育
ス
テ
ー
ジ
及
び
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

時
　
期

４
　
月

５
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月

　
　
　
10

20
10

20
10

20
10

20
10

20

主
な
作
業

生
育
ス
テ
ー
ジ

栽
培

管
理

の
ポ

イ
ン

ト

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
病
害
虫
防
除
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
水
管
理
】

【
収
穫
・
乾
燥
・
調
製
】　

分
　
　
　
　
　
　
施
：
７
kg
程
度
　
　

全
量
基
肥
施
肥
：
12
kg
程
度

時
　
　
　
　
　
　
期
：
４
月
末
～
５
月
上
旬

栽
植

密
度
：
60
株
/坪
（
1株
4～
5本
植
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
鳥
害
対
策
と
し
て
団
地
化

時
　
　
　
　
　
　
期
：
６
月
15
日
頃
に
開
始
し
、
溝
切
り
を
実
施

葉
い

も
ち
：
箱
施
用
剤
で
必
ず
実
施

カ
メ

ム
シ
：
穂
揃
い
期
に
必
ず
実
施

穂
い
も
ち
、
紋
枯
病
：
必
要
に
応
じ
て
実
施

分
　
　
　
　
　
　
施
：
出
穂
25
～
23
日
前
（
６
月
27
日
頃
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
穂
14
日
前
に
各
３
kg
/回
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：（
葉
色
を
適
正
値
に
保
て
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
～
３
kg
/回

時
　
　
　
　
　
　
期
：
出
穂
25
日
後
ま
で
飽
水
管
理
を
継
続

収
穫

時
期
：
黄
化
籾
割
合
90
％
で
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
積
算
気
温
95
0～
1,
00
0℃
が
め
や
す
）

乾
　
　
　
　
　
　
燥
：
胴
割
粒
発
生
防
止
の
た
め
、
乾
燥
温
度
に
留
意

高
収
量
確
保
事
例
（
令
和
元
年
　
新
潟
市
江
南
区
）

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
播
　
種
】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
出
穂
期
・
成
熟
期
】

【
収
量
構
成
要
素
・
収
量
】

【
多
収
確
保
の
要
因
】

全
量
基
肥
肥
料
：
10
.5
kg
(側
条
)

時
期
：
4/
6

時
期
：
4/
30
　
　
栽
植
密
度
：
53
株
/坪

中
干
し
期
間
：
6/
22
～
7/
10

　
　
　
　
　
　
(穂
肥
時
は
浅
水
湛
水
)

溝
切
り
：
6/
22
～
26

時
期
：
6/
25
、
7/
5、
7/
13

施
用
量
：
9.
4k
g（
合
計
窒
素
量
19
.9
kg
）

出
穂
期
：
7/
20
、
成
熟
期
：
8/
26
　

穂
数
：
61
0本
/㎡
、
一
穂
籾
数
：
76
粒
、

㎡
籾
数
：
46
,5
00
粒
、
登
熟
歩
合
：
80
％
、

千
粒
重
22
.2
g

実
収
量
：
81
0k
g/
10
a　

等
級
：
1等
72
%
、
2等
28
%
(部
分
カ
メ
)

葉
色
を
濃
く
維
持
す
る
た
め
の
適
期
・
適
量
追
肥

【
生
育
の
め
や
す
】

生
育
ス
テ
ー
ジ

葉
　
数

(葉
)

草
　
丈

(c
m
)

茎
　
数

(本
/㎡
)

葉
　
色

(S
P
A
D
)

幼
穂
分
化
期
（
6月
20
日
頃
）
 8
.5
～
 9
.5

45
～
50

48
0～
55
0

40
～
44

幼
穂
形
成
期
（
6月
27
日
頃
）
 9
.5
～
10
.5

50
～
55

55
0～
60
0

40
～
44

最
高
分
げ
つ
期
（
7月
10
日
頃
）
11
.0
～
12
.0

70
～
75

62
0～
70
0

40
～
44

出
　
穂
　
期
（
7月
21
日
頃
）
12
.0
～
13
.0

－
60
0

40
～
42

成
　
熟
　
期
（
8月
26
日
頃
）

－
稈
長
75

－
－

【
収
量
構
成
要
素
の
め
や
す
】

目
標

収
量

72
0k
g/
10
a

穂
数

60
0
本
/㎡

一
穂

籾
数

67
粒

㎡
当
た
り
籾
数

40
,0
00
粒

登
熟

歩
合

82
％

千
粒

重
22
.0
ｇ

（
１

）「
ち

ほ
み

の
り

」 播
種

田
植
え

中
干
し

穂
肥

幼
　
穂

形
成
期

出
穂
期

穂
肥

落
水

収
穫

成
熟
期
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【
主
な
作
業
と
生
育
ス
テ
ー
ジ
及
び
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

時
　
期

４
　
月

５
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月

　
　
　
10

20
10

20
10

20
10

20
10

20

主
な
作
業

生
育
ス
テ
ー
ジ

【
品
種
の
特
徴
】

○
�　「
こ
し
い
ぶ
き
」
に
比
べ
出
穂
期
は
１
～

２
日
、
成
熟
期
は
２
～
３
日
早
い
早
生
種

○
　
耐
倒
伏
性
は
強

○
　
穂
発
芽
性
は
易

○
　
ふ
割
れ
が
発
生
し
や
す
い

○
�　
葉
い
も
ち
、
穂
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は

中

栽
培

管
理

の
ポ

イ
ン

ト

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
病
害
虫
防
除
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
水
管
理
】

【
収
穫
・
乾
燥
・
調
製
】　

分
　
　
　
　
　
　
施
：
７
kg
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：
12
kg
程
度

時
　
　
　
　
　
　
期
：
４
月
末
～
５
月
上
旬

栽
植

密
度
：
60
株
/坪
（
1株
4～
5本
植
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
鳥
害
対
策
と
し
て
団
地
化

時
　
　
　
　
　
　
期
：
�茎
数
20
本
/株
を
確
保
し
た
時
点
又
は
６
月
15
日
頃
に

開
始
し
、
溝
切
り
を
実
施

葉
い

も
ち
：
箱
施
用
剤
で
必
ず
実
施

カ
メ

ム
シ
：
穂
揃
い
期
に
必
ず
実
施

穂
い
も
ち
、
紋
枯
病
：
必
要
に
応
じ
て
実
施

分
　
　
　
　
　
　
施
：
出
穂
25
～
23
日
前
（
６
月
末
頃
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
穂
14
日
前
に
各
３
kg
/回
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：（
葉
色
を
適
正
値
に
保
て
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
～
３
kg
/回

時
　
　
　
　
　
　
期
：
出
穂
25
日
後
ま
で
飽
水
管
理
を
継
続

収
穫

時
期
：
黄
化
籾
割
合
90
％
で
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
積
算
気
温
95
0～
1,
00
0℃
が
め
や
す
）

乾
　
　
　
　
　
　
燥
：
胴
割
粒
発
生
防
止
の
た
め
、
乾
燥
温
度
に
留
意

高
収
量
確
保
事
例
（
令
和
元
年
　
新
潟
市
北
区
）

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
播
　
種
】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
出
穂
期
・
成
熟
期
】

【
収
量
構
成
要
素
・
収
量
】

【
多
収
確
保
の
要
因
】

全
量
基
肥
肥
料
：
11
.4
kg
（
側
条
）

時
　
　
期
：
4/
9

時
　
　
期
：
5/
4～
6

栽
植
密
度
：
63
株
/坪

中
干
し
期
間
：
6/
13
～
6/
27

溝
切
り
：
6/
20

時
　
　
期
：
7/
11
　
施
用
量
：
2.
0k
g

（
合
計
窒
素
量
13
.4
kg
）

出
穂
期
：
7/
25
、
成
熟
期
：
8/
30

穂
数
：
49
3本
/㎡
、
一
穂
籾
数
：
79
粒
、

㎡
籾
数
：
38
,9
00
粒
、
登
熟
歩
合
：
80
％
、

千
粒
重
22
.1
g

実
収
量
：
65
2k
g/
10
a　
等
級
：
１
等

健
苗
移
植
と
浅
水
管
理
で
下
位
分
げ
つ
、
穂
数
を

確
保

【
生
育
の
め
や
す
】

生
育
ス
テ
ー
ジ

葉
　
数

(葉
)

草
　
丈

(c
m
)

茎
　
数

(本
/㎡
)

葉
　
色

(S
P
A
D
)

分
げ
つ
盛
期
（
6月
20
日
頃
）
 9
.0
～
 9
.5

40
～
45

45
0～
55
0

40
～
42

幼
穂
形
成
期
（
7月
 2
日
頃
）
10
.5
～
11
.5

50
～
60

55
0～
60
0

40
～
42

２
回
目
穂
肥
時
（
7月
11
日
頃
）
11
.5
～
12
.5

70
～
78

52
0～
54
0

40
～
42

出
　
穂
　
期
（
7月
25
日
頃
）
13
.0
～
13
.5

－
45
0

38
～
40

成
　
熟
　
期
（
8月
31
日
頃
）

－
稈
長
85

－
－

【
収
量
構
成
要
素
の
め
や
す
】

目
標

収
量

69
0k
g/
10
a

穂
数

45
0本
/㎡

一
穂

籾
数

80
粒

㎡
当
た
り
籾
数

36
,0
00
粒

登
熟

歩
合

85
％

千
粒

重
22
.5
ｇ

（
２

）「
ゆ

き
ん

子
舞

」 播
種

田
植
え

中
干
し

穂
肥

幼
　
穂

形
成
期

出
穂
期

穂
肥

落
水

収
穫

成
熟
期
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【
品
種
の
特
徴
】

○
�　
出
穂
期
及
び
成
熟
期
は
「
こ
し
い
ぶ
き
」

に
比
べ
３
日
早
い
早
生
種

○
　
耐
倒
伏
性
は
や
や
強

○
　
穂
発
芽
性
は
難

○
�　
偏
穂
重
型
の
た
め
、
茎
数
が
確
保
し
に
く
い

○
�　
葉
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
や
や
強

　
　
穂
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
や
や
弱

栽
培

管
理

の
ポ

イ
ン

ト

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
病
害
虫
防
除
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
水
管
理
】

【
収
穫
・
乾
燥
・
調
製
】　

分
　
　
　
　
　
　
施
：
７
kg
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：
12
kg
程
度

時
　
　
　
　
　
　
期
：
４
月
末
～
５
月
上
旬

栽
植

密
度
：
60
～
70
株
/坪
（
1株
4～
5本
植
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
鳥
害
対
策
と
し
て
団
地
化

時
　
　
　
　
　
　
期
：
�60
株
植
え
で
は
21
本
/株
、
70
株
植
え
で
は
18
本
/

株
の
茎
数
を
確
保
し
た
時
点
又
は
６
月
15
日
頃
に
開
始

し
、
溝
切
り
を
実
施

葉
い

も
ち
：
箱
施
用
剤
で
必
ず
実
施

カ
メ

ム
シ
：
穂
揃
い
期
に
必
ず
実
施

穂
い
も
ち
、
紋
枯
病
：
必
要
に
応
じ
て
実
施

分
　
　
　
　
　
　
施
：
出
穂
25
～
23
日
前
（
６
月
末
頃
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
穂
14
日
前
に
各
３
kg
/回
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：（
葉
色
を
適
正
値
に
保
て
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
～
３
kg
/回

時
　
　
　
　
　
　
期
：
出
穂
25
日
後
ま
で
飽
水
管
理
を
継
続

収
穫

時
期
：
黄
化
籾
割
合
90
％
で
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
積
算
気
温
1,
00
0～
1,
05
0℃
が
め
や
す
）

乾
　
　
　
　
　
　
燥
：
胴
割
粒
発
生
防
止
の
た
め
、
乾
燥
温
度
に
留
意

高
収
量
確
保
事
例
（
令
和
２
年
　
新
潟
市
秋
葉
区
）

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
播
　
種
】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
出
穂
期
・
成
熟
期
】

【
収
量
構
成
要
素
・
収
量
】

【
多
収
確
保
の
要
因
】

全
量
基
肥
肥
料
：
12
.0
kg
（
側
条
）

時
　
　
期
：
4/
12

時
　
　
期
：
5/
6

栽
植
密
度
：
62
株
/坪

中
干
し
期
間
：
6/
16
～
6/
23

溝
切
り
：
6/
18

葉
色
が
目
標
値
以
上
で
あ
っ
た
た
め
施
用
無
し

（
合
計
窒
素
量
12
.0
kg
）

出
穂
期
：
7/
24
、
成
熟
期
：
9/
1

穂
数
：
42
7本
/㎡
、
一
穂
籾
数
：
81
粒
、

㎡
籾
数
：
34
,6
00
粒
、
登
熟
歩
合
：
84
％
、

千
粒
重
23
.0
g

実
収
量
：
66
6k
g/
10
a　
等
級
：
２
等
(心
白
粒
)

茎
数
38
0本
/㎡
を
確
保
時
点
で
の
中
干
し
開
始

【
生
育
の
め
や
す
】

生
育
ス
テ
ー
ジ

葉
　
数

(葉
)

草
　
丈

(c
m
)

茎
　
数

(本
/㎡
)

葉
　
色

(S
P
A
D
)

分
げ
つ
盛
期
（
6月
20
日
頃
）
 9
.3
～
10
.3

50
～
55

40
0～
44
0

41
～
46

幼
穂
形
成
期
（
7月
 1
日
頃
）
10
.3
～
11
.3

60
～
70

45
0～
51
0

41
～
46

２
回
目
穂
肥
時
（
7月
10
日
頃
）
11
.3
～
12
.3

80
～
85

43
0～
49
0

42
～
46

出
　
穂
　
期
（
7月
24
日
頃
）
12
.0
～
13
.0

－
40
0

40
～
42

成
　
熟
　
期
（
9月
 1
日
頃
）

－
稈
長
78

－
－

【
収
量
構
成
要
素
の
め
や
す
】

目
標

収
量

66
0k
g/
10
a

穂
数

38
0本
/㎡

一
穂

籾
数

90
粒

㎡
当
た
り
籾
数

34
,0
00
粒

登
熟

歩
合

80
～
82
％

千
粒

重
24
.0
ｇ

（
３

）「
つ

き
あ

か
り

」

【
主
な
作
業
と
生
育
ス
テ
ー
ジ
及
び
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

時
　
期

４
　
月

５
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月

　
　
　
10

20
10

20
10

20
10

20
10

20

主
な
作
業

生
育
ス
テ
ー
ジ

播
種

田
植
え

中
干
し

穂
肥

幼
　
穂

形
成
期

出
穂
期

穂
肥

落
水

収
穫

成
熟
期

4



【
主
な
作
業
と
生
育
ス
テ
ー
ジ
及
び
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

時
　
期

４
　
月

５
　
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月

20
10

20
10

20
10

20
10

20
10

20
　

主
な
作
業

　

生
育
ス
テ
ー
ジ

【
品
種
の
特
徴
】

○
�　
出
穂
期
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
成
熟
期
は
４
～
５
日
程
度
遅
い
中
生
種

○
　
耐
倒
伏
性
は
強

○
　
穂
発
芽
性
は
難

○
�　
葉
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
中
、

　
　
穂
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
や
や
強

栽
培

管
理

の
ポ

イ
ン

ト

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
病
害
虫
防
除
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
水
管
理
】

【
収
穫
・
乾
燥
・
調
製
】　

分
　
　
　
　
　
　
施
：
７
kg
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：
12
kg
程
度

時
　
　
　
　
　
　
期
：
５
月
上
～
中
旬

栽
植

密
度
：
50
～
60
株
/坪
（
1株
4本
植
え
）

時
　
　
　
　
　
　
期
：
�茎
数
18
本
/株
(5
0株
植
え
時
は
22
本
/株
)を
確
保
し

た
時
点
で
開
始
し
、
溝
切
り
を
実
施

葉
い

も
ち
：
箱
施
用
剤
で
必
ず
実
施

カ
メ

ム
シ
：
穂
揃
い
期
に
必
ず
実
施

穂
い
も
ち
、
紋
枯
病
：
必
要
に
応
じ
て
実
施

分
　
　
　
　
　
　
施
：
出
穂
30
～
25
日
前
（
７
月
12
日
頃
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
穂
14
日
前
に
各
３
kg
/回
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：（
葉
色
を
適
正
値
に
保
て
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
～
３
kg
/回

時
　
　
　
　
　
　
期
：
出
穂
30
日
後
ま
で
飽
水
管
理
を
継
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(通
水
最
終
日
に
湛
水
)

収
穫

時
期
：
黄
化
籾
割
合
90
％
で
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
積
算
気
温
1,
10
0～
1,
20
0℃
が
め
や
す
）

乾
　
　
　
　
　
　
燥
：
胴
割
粒
発
生
防
止
の
た
め
、
乾
燥
温
度
に
留
意

高
収
量
確
保
事
例
（
令
和
２
年
　
新
潟
市
江
南
区
）

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
播
　
種
】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
出
穂
期
・
成
熟
期
】

【
収
量
構
成
要
素
・
収
量
】

【
多
収
確
保
の
要
因
】

全
量
基
肥
肥
料
：
9.
0k
g（
側
条
）

時
　
　
期
：
4/
28

時
　
　
期
：
5/
22

栽
植
密
度
：
56
株
/坪

中
干
し
期
間
：
6/
19
～
7/
18

溝
切
り
：
6/
22

時
　
　
期
：
8/
4　
施
用
量
：
1.
5k
g

（
合
計
窒
素
量
10
.5
kg
）

出
穂
期
：
8/
13
、
成
熟
期
：
9/
19

穂
数
：
41
8本
/㎡
、
一
穂
籾
数
：
78
粒
、

㎡
籾
数
：
32
,6
00
粒
、
登
熟
歩
合
：
93
％
、

千
粒
重
22
.8
g

実
収
量
：
63
0k
g/
10
a　
　
等
級
：
１
等

適
期
追
肥
と
適
正
水
管
理
で
後
期
栄
養
の
確
保

【
生
育
の
め
や
す
】

生
育
ス
テ
ー
ジ

葉
　
数

(葉
)

草
　
丈

(c
m
)

茎
　
数

(本
/㎡
)

葉
　
色

(S
P
A
D
)

最
高
分
げ
つ
期
（
6月
30
日
頃
）
10
.5
～
11
.5

50
～
55

55
0～
65
0

42
～
44

幼
穂
形
成
期
（
7月
16
日
頃
）
12
.5
～
13
.5

65
～
70

48
0～
55
0

41
～
43

２
回
目
穂
肥
時
（
7月
25
日
頃
）
13
.5
～
14
.5

70
～
75

45
0～
50
0

40
～
41

出
　
穂
　
期
（
8月
 8
日
頃
）
14
.0
～
15
.0

－
42
0

40
～
41

成
　
熟
　
期
（
9月
21
日
頃
）

－
稈
長
72

－
－

【
収
量
構
成
要
素
の
め
や
す
】

目
標

収
量

69
0k
g/
10
a

穂
数

42
0本
/㎡

一
穂

籾
数

80
粒

㎡
当
た
り
籾
数

33
,6
00
粒

登
熟

歩
合

90
％

千
粒

重
23
.0
ｇ

（
４

）「
に

じ
の

き
ら

め
き

」

播
種

田
植
え

中
干
し

穂
肥 幼
　
穂

形
成
期

最
高
分

げ
つ
期

出
穂
期

穂
肥

落
水

収
穫

成
熟
期

5



【
品
種
の
特
徴
】

○
�　「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ
出
穂
期
は
６
日

程
度
、
成
熟
期
は
10
日
程
度
遅
い
晩
生
種

○
　
耐
倒
伏
性
は
や
や
強

○
　
穂
発
芽
性
は
や
や
難

○
�　
葉
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
や
や
弱

　
　
穂
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
中

【
主
な
作
業
と
生
育
ス
テ
ー
ジ
及
び
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

時
　
期

４
　
月

５
　
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月

10
月

20
10

20
10

20
10

20
10

20
10

20
　
　
　

　

主
な
作
業

　

生
育
ス
テ
ー
ジ

栽
培

管
理

の
ポ

イ
ン

ト

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
病
害
虫
防
除
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
水
管
理
】

【
収
穫
・
乾
燥
・
調
製
】　

分
　
　
　
　
　
　
施
：
７
kg
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：
12
kg
程
度

時
　
　
　
　
　
　
期
：
５
月
上
～
中
旬

栽
植

密
度
：
50
～
60
株
/坪
（
1株
4本
植
え
）

時
　
　
　
　
　
　
期
：
�茎
数
18
本
/株
(5
0株
植
え
時
は
22
本
/株
)を
確
保

し
た
時
点
で
開
始
し
、
溝
切
り
を
実
施

葉
い

も
ち
：
箱
施
用
剤
で
必
ず
実
施

カ
メ

ム
シ
：
穂
揃
い
期
に
必
ず
実
施

穂
い
も
ち
、
紋
枯
病
：
必
要
に
応
じ
て
実
施

分
　
　
　
　
　
　
施
：
出
穂
25
～
23
日
前
（
７
月
20
日
頃
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
穂
14
日
前
に
各
３
kg
/回
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：（
葉
色
を
適
正
値
に
保
て
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
～
３
kg
/回

時
　
　
　
　
　
　
期
：
出
穂
25
日
後
ま
で
飽
水
管
理
を
継
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(通
水
最
終
日
に
湛
水
)

収
穫

時
期
：
黄
化
籾
割
合
90
％
で
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
積
算
気
温
1,
05
0～
1,
10
0℃
が
め
や
す
）

乾
　
　
　
　
　
　
燥
：
大
粒
で
胴
割
粒
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾
燥
温
度
に
留
意

高
収
量
確
保
事
例
（
令
和
２
年
　
県
内
他
地
域
）

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
播
　
種
】

【
田
植
え
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
出
穂
期
・
成
熟
期
】

【
収
量
構
成
要
素
・
収
量
】

【
多
収
確
保
の
要
因
】

全
量
基
肥
肥
料
：
12
.0
kg
（
側
条
）

時
　
　
期
：
4/
11

時
　
　
期
：
5/
9

栽
植
密
度
：
64
株
/坪

時
　
　
期
：
8/
2　
　
施
用
量
1.
4k
g

（
合
計
窒
素
量
13
.4
kg
）

出
穂
期
：
8/
15
、
成
熟
期
：
9/
25

穂
数
：
42
8本
/㎡
、
一
穂
籾
数
：
75
粒
、

㎡
籾
数
：
32
,1
00
粒
、
登
熟
歩
合
：
91
％
、

千
粒
重
24
.5
g

実
収
量
：
69
6k
g/
10
a　
等
級
：
１
等

適
期
・
適
量
の
追
肥
で
葉
色
維
持
、

適
正
水
管
理
で
登
熟
向
上

【
生
育
の
め
や
す
】

生
育
ス
テ
ー
ジ

葉
　
数

(葉
)

草
　
丈

(c
m
)

茎
　
数

(本
/㎡
)

葉
　
色

(S
P
A
D
)

最
高
分
げ
つ
期
（
7月
 5
日
頃
）
10
.5
～
11
.0

60
～
65

55
0～
60
0

42
～
44

幼
穂
形
成
期
（
7月
21
日
頃
）
12
.2
～
13
.2

75
～
80

48
0～
52
0

40
～
42

２
回
目
穂
肥
時
（
7月
30
日
頃
）
13
.5
～
14
.5

86
～
90

44
0～
46
0

40
～
42

出
　
穂
　
期
（
8月
13
日
頃
）
14
.0
～
15
.0

－
42
0

40
～
42

成
　
熟
　
期
（
9月
27
日
頃
）

－
稈
長
90

－
－

【
収
量
構
成
要
素
の
め
や
す
】

目
標

収
量

69
0k
g/
10
a

穂
数

42
0本
/㎡

一
穂

籾
数

77
粒

㎡
当
た
り
籾
数

32
,3
00
粒

登
熟

歩
合

87
％

千
粒

重
24
.5
ｇ

（
５

）「
み

ず
ほ

の
輝

き
」

播
種

田
植
え

中
干
し

穂
肥

幼
　
穂

形
成
期

最
高
分

げ
つ
期

出
穂
期

穂
肥

落
水

収
穫

成
熟
期

6



【
品
種
の
特
徴
】

○
�　
出
穂
期
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ
８
日

程
度
、
成
熟
期
は
11
日
程
度
遅
い
晩
生
種

○
　
耐
倒
伏
性
は
や
や
強

○
　
穂
発
芽
性
は
や
や
難

○
�　
葉
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
弱

　
　
穂
い
も
ち
の
ほ
場
抵
抗
性
は
や
や
弱

【
主
な
作
業
と
生
育
ス
テ
ー
ジ
及
び
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

時
　
期

４
　
月

５
　
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月

10
月

20
10

20
10

20
10

20
10

20
10

20
　

主
な
作
業

　

生
育
ス
テ
ー
ジ

栽
培

管
理

の
ポ

イ
ン

ト

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
病
害
虫
防
除
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
水
管
理
】

【
収
穫
・
乾
燥
・
調
製
】　

分
　
　
　
　
　
　
施
：
７
kg
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：
12
kg
程
度

時
　
　
　
　
　
　
期
：
５
月
上
～
中
旬

栽
植

密
度
：
60
株
/坪
（
1株
4本
植
え
）

時
　
　
　
　
　
　
期
：
茎
数
17
本
/株
を
確
保
し
た
時
点
で
開
始
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
切
り
を
実
施

葉
い

も
ち
：
箱
施
用
剤
で
必
ず
実
施

カ
メ

ム
シ
：
穂
揃
い
期
に
必
ず
実
施

穂
い
も
ち
、
紋
枯
病
：
必
要
に
応
じ
て
実
施

分
　
　
　
　
　
　
施
：
出
穂
25
～
23
日
前
（
７
月
22
日
頃
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
穂
14
日
前
に
各
３
kg
/回
程
度

全
量
基
肥
施
肥
：（
葉
色
を
適
正
値
に
保
て
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
～
３
kg
/回

時
　
　
　
　
　
　
期
：
出
穂
25
日
後
ま
で
飽
水
管
理
を
継
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(通
水
最
終
日
に
湛
水
)

収
穫

時
期
：
黄
化
籾
割
合
85
～
90
％
で
収
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
積
算
気
温
1,
05
0～
1,
10
0℃
が
め
や
す
）

乾
　
　
　
　
　
　
燥
：
胴
割
粒
発
生
防
止
の
た
め
、
乾
燥
温
度
に
留
意

高
収
量
確
保
事
例
（
令
和
元
年
　
新
潟
市
江
南
区
）

【
基
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
播
　
種
】

【
田
植
え
】

【
中
干
し
・
溝
切
り
】

【
穂
　
肥
(1
0a
当
窒
素
量
)】

【
出
穂
期
・
成
熟
期
】

【
収
量
構
成
要
素
・
収
量
】

【
多
収
確
保
の
要
因
】

全
量
基
肥
肥
料
：
12
.0
kg
（
側
条
）

時
　
　
期
：
4/
20

時
　
　
期
：
5/
14
　
　
栽
植
密
度
：
56
株
/坪

中
干
し
期
間
：
6/
21
～
7/
10

溝
切
り
：
6/
23

時
　
　
期
：
7/
31
　
施
用
量
：
2.
0k
g

（
合
計
窒
素
量
14
.0
kg
）

出
穂
期
：
8/
15
、
成
熟
期
：
9/
28

穂
数
：
42
2本
/㎡
、
一
穂
籾
数
：
94
粒
、

㎡
籾
数
：
39
,6
00
粒
、
登
熟
歩
合
：
87
％
、

千
粒
重
22
.3
g

実
収
量
：
65
8k
g/
10
a　
等
級
：
１
等

健
苗
移
植
と
浅
水
管
理
で
下
位
分
げ
つ
確
保
、

適
期
・
適
量
追
肥
で
出
穂
期
ま
で
葉
色
の
維
持

【
生
育
の
め
や
す
】

生
育
ス
テ
ー
ジ

葉
　
数

(葉
)

草
　
丈

(c
m
)

茎
　
数

(本
/㎡
)

葉
　
色

(S
P
A
D
)

最
高
分
げ
つ
期
（
 7
月
 5
日
頃
）
　9
.5
～
10
.5

50
～
55

48
0～
52
0

40
～
44

幼
穂
形
成
期
（
 7
月
23
日
頃
）
11
.5
～
12
.0

70
～
75

43
0～
45
0

38
～
42

２
回
目
穂
肥
時
（
 8
月
 1
日
頃
）
12
.5
～
13
.5

80
～
85

40
0～
42
0

38
～
40

出
　
穂
　
期
（
 8
月
15
日
頃
）
13
.0
～
14
.0

－
38
0

38
～
40

成
　
熟
　
期
（
10
月
 1
日
頃
）

－
稈
長
80

－
－

【
収
量
構
成
要
素
の
め
や
す
】

目
標

収
量

72
0k
g/
10
a

穂
数

38
0本
/㎡

一
穂

籾
数

10
0粒

㎡
当
た
り
籾
数

38
,0
00
粒

登
熟

歩
合

86
％

千
粒

重
22
.0
ｇ

（
６

）「
あ

き
だ

わ
ら

」 播
種

田
植
え

中
干
し

穂
肥

幼
　
穂

形
成
期

最
高
分

げ
つ
期

出
穂
期

穂
肥

落
水

収
穫

成
熟
期
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４　コスト低減技術の紹介

（１）露地プール育苗（無ハウス・プール育苗）
メリット
○　�育苗ハウスが不要で、育苗時のかん水作業や温度管理が簡略化できるため、減価償却費、労働費等の低減に繋
がります。苗立の安定化には加温出芽後の露地プール処理が効果的。

導入効果(10a当たり)
○　�物財費は5.5～８千円、労働時間は1.5～2.2時間の削減(試算結果)

管理のポイント
○　�低温による障害を防ぐため、４月20日以降に播種します（５月中旬以降移植の中晩生品種向き）。
○　�播種後（加温出芽後）、プール設置場所に箱を並べ、ミラシートかハイホワイトシルバーで被覆します（シルバー
ポリトウ#80とラブシートの２重被覆では晴天時のヤケ苗発生の危険性あり）。

○　�１葉期頃（加温出芽の場合は緑化後）に除覆、湛水し、プール育苗に移行します。

留意点
○　プールは日当たりが良く、強風の当たらない場所に、均平に設置します。
○　除覆後は鳥害に注意し、被害が見られる場合はネットを張る等の対策を行います。

（２）高密度播種育苗
メリット
○　�播種密度を高めて苗箱数を減らすことで、ハウス利用面積を減らせるほか、播種から移植までの労力や育苗資
材費を削減できます。

導入効果(10a当たり)：
○　�１箱播種量を150gから220gで5.5箱の削減、物財費800円、労働時間0.8時間の削減（実証結果）

管理のポイント
○　�１箱当たり播種量は200～250g程度とし、２葉になったら直ちに移植します。
○　�植付精度向上のため、丁寧に代かきを行うとともに、移植作業時には欠株状況や植込本数のバラツキを確認し
た後、かき取り量が４本程度になるよう調整します。

留意点
○　苗が老化しやすいので、育苗期間（目安は２～３週間）が長くならないよう計画的に播種します。
○　高密度播種に対応した播種機や田植機、対応部品を使用します。

（３）流し込み施肥（流入施肥）
メリット
○　�水田に入らず、追肥作業の軽労化、追肥時間の短縮を図ることができます。

導入効果(10a当たり)
○　��輸入尿素の施用で、肥料費2,500円、労働時間0.4時間の削減（実証結果）

管理のポイント
○　�処理前に水尻、暗渠を閉じ、水漏れが無い状態にします。
○　�施肥前のほ場はヒタヒタ水の状態とし、かん水の勢いで水口に設置した肥料（液体肥料、肥料溶液、溶けやす
い粒状肥料）をほ場内に均一に流し込みます。

○　�かん水は、水深が開始時＋５cm程度になったら止めます。

留意点
○　田面が均平で安定したかん水量を確保できるほ場で実施可能です。
○　処理後、３日程度はかん水、落水せずに止水とします。

（４）ドローンによる作業（農薬散布、追肥）
メリット
○　作業時間の削減や作業の省力化・軽労化ができます。
○　ほ場・品種ごとの適期防除が可能です。

導入効果(10a当たり)
○　�労働時間0.5時間の削減、減価償却費400円増加、その他経費900円増加（実証結果）

管理のポイント
○　均一散布に留意します。

留意点
○　�導入に当たっては、導入費（本体、付属品）の他に維持費用も含めてコスト計算をします。
○　�コスト低減には、ある程度の稼働面積が必要です。
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